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令和２年３月 10 日 

 

放射性物質をテーマとした食品安全に関する 

インターネット意識調査について 

 

 
 

 

１ 調査概要 

（１）調査の目的 

被災県産の食品の購買行動とその理由、放射性物質に関する理解の度合い等を調査し、

今後のリスクコミュニケーションでの説明内容を始めとする各般の風評被害対策及び

消費者理解の増進に関する取組に役立てることを目的とする。 

（２）調査手法 

インターネット調査 

（３）調査期間 

令和２年１月 18 日（土）～１月 22 日（水） 

（４）調査対象者 

47 都道府県に居住する 20～60 代の男女（有効回答数 4,700 人） 

消費者庁では、被災県の農林水産物等に関する消費者の意識について、平

成25年から継続的に調査を実施しています（『風評被害に関する消費者意識の

実態調査（第13回）』（令和２年３月10日公表））。今般、この調査において把握す

ることが難しい、被災県産食品の購買行動とその理由、放射性物質に関する理

解の度合い等について調査を実施しました。 

 本調査によると、福島県産食品を購入する人では「おいしいから」、「安全性を

理解しているから」や「福島県や生産者を応援したいから」といった理由が３割を

超え、購入しない人では「日常生活の範囲で売られていないから」を理由とする

割合が３割を超えました。また、放射性物質に関する基礎知識について尋ねたと

ころ、人間は被ばくの影響を元に戻す能力を持ち、その範囲内であれば健康影

響は現れないことや、体内に取り込まれた放射性セシウムが時間の経過と共に

体の外に出ていくことといった各項目について、正しく理解している人は４割を下

回る結果となりました。 

本調査の結果を踏まえ、引き続き、食品中の放射性物質を始めとした食品安

全に関する情報発信やリスクコミュニケーションの取組を推進してまいります。 
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２ 調査結果の概要 

（１）消費者の福島県産食品の選択の実態について 

ア 福島県産の米を購入している理由として、「おいしいから」、「安全性を理解し

ているから」、「福島県や福島県の生産者を応援したいから」を挙げる人が多い 

福島県産の食品（米、野菜類、果実類、魚介類、牛肉）を購入していると回答した

人にその理由を聞いたところ、米については、「おいしいから」、「安全性を理解し

ているから」、「福島県や福島県の生産者を応援したいから」と回答した人は３割で

した（図１）。 

 ①おいしいから
②昔から購入していたから

③値段が安いから

④よく見かけるから

⑤福島県や福島県の生産者を応援したいから

⑥基準値を超えない食品を生産するように取り組んでいるから

⑦放射性物質の検査がされているから

⑧検査結果が問題ないから

➈基準値を超えたものは出荷制限されているから

⑩放射性物質を気にしていないから

⑪安全性を理解しているから

⑫好みのブランドや産地があるから

⑬産地を気にしていないから

⑭なんとなく

⑮その他
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図１ 福島県産の米を購入している理由  
 

イ 福島県産の米を購入していない理由として、「日常生活の範囲で売られていない

から」を挙げる人が最も多い 

福島県産の食品を購入していないと回答した人にその理由を聞いたところ、米につ

いては、「日常生活の範囲で売られていないから」と回答した人が最も多く、次いで

「他に好みのブランドや産地があるから」でした（図２）。 

①おいしいかどうか分からないから

②過去に購入したことがないから

③値段が高いから

④日常生活の範囲で売られていないから

⑤福島県や福島県の生産者を特に応援したいとは思わないから

⑥基準値以下の食品でも不安だから

⑦放射性物質の検査が適切に行われていないと思うから

⑧放射性物質が不安だから

➈他に好みのブランドや産地があるから

⑩なんとなく

⑪その他
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図２ 福島県産の米を購入していない理由
 

 



 

3 

 

 

ウ 福島県産の米を購入していない理由として「放射性物質が不安だから」と回答し

た人は、40 代で最も高い割合である 

イで福島県産の米を購入していない理由として「放射性物質が不安だから」と回答

した人 10.4％の内訳は、男性 41.5％、女性 58.5％でした。 

さらに、性別・年代別に当該回答をした者の割合を比較したところ、男女とも 40

代で最も高く、60 代で最も低い割合でした（図３）。 
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図３ 福島県産の米を購入していない理由として

「放射性物質が不安だから」と回答した人（性別・年代別）
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（２）放射性物質に関する理解について 

体内に取り込まれた放射性セシウムが時間の経過と共に体の外に出ていくこと（生物学

的半減期）について理解している人は、約３割である 

放射性物質に関する基礎知識に対する意識を尋ねたところ、「人間は放射線被ばくの

影響を元に戻す仕組み・能力を持っており、その能力の範囲内であれば健康への影響が

現れることはない」ことについて、正しく「そう思う」と回答した人は 38.9％、「体内

に取り込まれた放射性セシウムは時間が経つにつれて体の外に出ていく」ことについて、

正しく「そう思う」と回答した人は 33.2％でした（図４-１）。 

なお、これらの５つの項目全てについて、正しく「そう思う」と回答した人は 24.0％

でした（図４-２）。 

(%)

1.私たちは、日常生活の中で自然の放射線を受けている

2.食品には、もともと自然由来の放射性物質が含まれている

3.放射線によって健康に影響が出るかどうかは、被ばくした量

による

4.人間は放射線被ばくの影響を元に戻す仕組み・能力を持って

おり、その能力の範囲内であれば健康への影響が現れることは

ない

5.体内に取り込まれた放射性セシウムは時間が経つにつれて体

の外に出ていく（体内で放射性セシウム量が半分になるまでの

時間：子供38日、大人90日）
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図４-１ 放射線に関する基礎知識に対する意識

そう思う そうは思わないどちらともいえない
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図４-２ 放射線に関する基礎知識の理解度（最大5項目）
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３ 今後の消費者庁等の取組 

本調査の結果を踏まえ、消費者庁は、引き続き、食品中の放射性物質に関する情報発信

やリスクコミュニケーションの取組を推進することとします。 

 

（以上） 

 

 

本件に関する問合せ先 

消費者庁消費者安全課 

石川、栗原、河西 

TEL : 03-3507-9280 

FAX : 03-3507-9290 

Mail ： g.anzenshoku@caa.go.jp 

URL : https://www.caa.go.jp/ 

 


